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 0 ．　はじめに
　大学入学前教育が全国の大学で実施され始めてから、もうかなりの年月が経っている。その
流れは年を経るとともにその速度を上げ、ますます多くの大学がその教育を必要としてきてい
るのが現状である。リメディアル教育という言葉もまた、1990年代半ばから盛んに使用される
ようになってきたが、これらの新しい教育に象徴されるように、日本の大学の果たす教育役割
というのは、以前に比べその性質を変革させるとともにその幅を広げている。
　酒井（2011）は「一般的にリメディアル学生は怠けものであるというようなイメージが付き
まとっている。実際に、リメディアル学生と接してみると、そういう者もいるが、まじめな者
も存在する。そう考えると、リメディアル学生が生まれるのは人為的なことが原因ではないだ
ろうかと思う。」と言及する。この酒井の言及には注目すべき点が 2点ある。
　　① リメディアル学生にはまじめな者もいる。
　　② リメディアル学生が生まれるのは人為的なことが原因の可能性がある。
　すなわち、リメディアル教育を必要とするリメディアル学生は必ずしも怠けものというわけ
ではなく、その原因として人為的な要素が存在するというわけである。ここで人為的な原因と
は酒井によると日本の英語教育の在り方にその方向性を向けているが、であるならばリメディ
アル教育とはすなわちそのような人為的な原因を解消することにあるのではないかと考えられ
る。どのような方法をもってすれば英語が苦手な学生が意欲的に英語に取り組み、その原因を
解消できるのか。そして、大学側はどのようにリメディアルに向き合うべきなのか。本研究で
は、そのようなテーマについて取り組んでいく。
　本研究では、まずリメディアル教育と高大接続についてその目的と関係性について言及する。
リメディアル教育とは何を目指して行うべきか、そして高大接続とどうつながるのか、その位
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置づけを明確にする。第 2章では、大学から発信する高大接続の在り方について言及する。高
大接続の在り方について今一度確認するとともに、その意図する範囲や今後の在り方について
本研究の教育実践と結びつけながら説明していく。第 3章および第 4章では、平成27年の10月
から平成28年 3 月までの 6か月間実施した、四天王寺大学人文社会学部国際キャリア学科の大
学入学前指導であるJump-Start Englishにおけるリメディアル英語教育の実践方法の紹介と結果
を分析する。
　本研究の視点は高大接続としてのリメディアル教育である。新しい高大接続の在り方として
リメディアル教育の実践について紹介するとともに、その教育実践についての報告を通してこ
れからの大学教育や高大接続の在り方について１つの提案を行いたい。
 1 ．　リメディアル教育と高大接続
 1 ． 1 　リメディアル教育の目的
　清田（2011）によると、従来のリメディアル教育の目的とは、学習者の学齢を考慮し、その
年齢時までに本来習得しておくべき知識や技能が身についていない学習者に、やり直し的な教
育を提供することであると言及している。したがって、リメディアル英語教育としては、基礎
的な語彙や文法項目の習得に重点が置かれてきたのである。酒井（2011）では、リメディアル
教育は英語教育の欠陥であるとその人為的な原因性について言及し、日本の英語教員は中高の
入試のためだけの動機づけを行っていると学習動機の視点からも説明を付け加える。ここで注
目されるべきは、学習意欲をもたらす動機付けである。清田（2009）では、リメディアル教育
が大変なのは、能力帰属を努力帰属へと意識改革をしなければならないからであるとその理由
を説明しているが、その視点こそが遠藤（2005）で言及しているところの補習的、治療的な学
習支援を目的とするリメディアル教育のあり方と言える。つまり、リメディアル教育は教育で
あるとともに、ある意味において治療的行為でもあるのである。ではその治療的行為の中で何
を治療するのか。清田（2009）は英語学習動機と自尊感情との関係性を英語リメディアル教育
の課題と位置づけ、リメディアル学生が失っている自信を取り戻すことの重要性について学生
の「自己表現」と「対人関係」をキーワードに議論した。加えて、牧野（2013）では「自己効
力感」を高める取組みを紹介し、「基礎項目のやり直し学習」だけではない、自律的学習者を
目指すリメディアル教育のあり方とその目的を紹介しているのである。
　以上のことからリメディアル教育の中で支援すべき、そして取り戻すべき事柄としては、以
下の 3つのことが挙げられる。
　　 1 ．文法、語彙などの基礎的な学習内容
　　 2 ．自尊感情の向上
　　 3 ．自己効力感の向上
　最初の項目は教材に関するものであるが、次の 2項目についてはリメディアル学生の心に関
わる部分に関する内容となっている。したがって、この 2点においては教育心理学的観点が入っ
た支援と言える。清田（2009），酒井（2011），牧野（2013）らは、従来のリメディアル教育の
実践における行き詰まりを解消するために、このような学生心理の視点をリメディアル教育を
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成功させる鍵として考慮する必要があることを強調しているが、本研究においてもそのような
視点に基づいた教育実践を実施したいと考えている。
 1 ． 2 　高大接続とは
　「高大接続」という言葉は今や大学関係者のみならず、高校関係者の中においても頻繁に耳
にするようになっている。また合わせて、「高大連携」という言葉も浸透しており、両者の混
同がしばしば起こるのは周知の事実である。勝野（2004）では、「高大連携」は平成11年12月
の中央教育審議会の答申「初等中等教育と高等教育との接続の改善について」を契機として盛
んになってきたと説明している。また、その答申上では、高校と大学の教育上の連携を拡大す
るために、以下の 5つの観点から方策が提言されている。
　このような、方策を実施していく中で「高大連携」「高大接続」という言葉が使用されてい
るが、実際に様々な取組が実施されている割には、何をもって「高大接続」という言葉を使用
するのかは、必ずしも明確ではないと言える。高松（2016）では「高大接続とは、高校生が大
学へと進学する際の、あらゆる意味におけるソフトランディングを目指すものである」と広義
の定義を示していた上、高大接続と高大連携の区別化を次のように図っている。
　高大連携には地域活性化なども含まれるため、内容は必ずしも生徒や学生のために行われる
ことに限定されるものではないことにその大きな違いが存在する。一方、高大接続ではその対
象は主に生徒及び学生であり、彼らの大学へのソフトランディングの為のあらゆる行為を指す。
そして、もちろん両者の使い分けに正式な決まりがあるわけではなく、そのため両者の使い分
けに混同や混乱が存在するのである。
 1 ．【高校生が大学レベルの教育を履修する機会の拡大】
 2 ．【大学が求める学生像を的確に周知する方策】
 3 ．【高校生における進路指導や学習指導の充実】
 4 ．【履修歴の多様化に対応した大学教育への円滑な導入の工夫】
 5 ．【高校関係者と大学関係者の相互理解の促進】
○高大接続：学びに対する取り組み姿勢などの精神的な面を中心に、大学に入る前
の高校生、および大学に入った後の大学生に施される指導、もしくは
教育に関わる全ての取り組みを指す。
○高大連携：「産学連携」「産学官連携」などと同じく、高等学校と大学とが協定を
結ぶなど組織として連携し、何かを目指す何かを行うことである。
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 1 ． 3 　高大接続の目的
　佐々木（2011）の言及にもあるように、高大接続は教育上の連続と選抜という 2つの側面を
もつ。すなわち、教育の接続と入試選抜の 2つの側面である。山田（2011）においても高大接
続の定義に関して「高大接続の定義を入試選抜、教育、学生の発達と幅広く捉え、教育接続に
おいては、教育制度、カリキュラム、教育方法、内容面と限定的に捉える。」と言及する。こ
の定義の中では、入試選抜・教育・学生の発達の 3点が述べられているが、そこには高大接続
の中で求められる目的を極めて端的に述べているといえる。
　高松の言及する高校から大学へのソフトランディングの為には入試選抜だけではなく、その
ための教育および学生の発達が必要不可欠なのである。もちろん、そこで言及される教育と発
達は高校側と大学側で見る視点は当然異なる。高校と大学では教育上の目的が異なる上に、目
指す目標も異なるからである。したがって、高校生を迎える側の大学は高大接続を実施する上
での大学独自の目的を明確にする必要があるのである。
　では、大学が設定する高大接続における重要なキーワードは何か。高松（2016）の提案する
キーワードは「学びの転換」である。「学びの転換」とは、高校までの受け身のものから脱皮し、
自主的、主体的、能動的、積極的な態度へと変態することを指す。つまり、自分の判断で行動
し、その結果がいかなるものであろうとも自分で引き受けるとういう生き方への転換であると
いえる。それは、言い換えれば自律的な生き方、学習スタイルを身につけるとも言いかえるこ
とができよう。そしてその点において、その目的は図らずもリメディアル教育とも一致するも
のである。
 2 ．　大学から発信する高大接続のあり方
　鈴木・井村他（2016）は、大学における授業づくりを高校に伝えることが可能な時期に来て
いると主張する。つまり、これまでは高大接続と言えば、「高校の授業実践に学ぶ」というと
らえ方が多かったが、大学における授業実践事例報告が増加していることを考えると、大学に
おける独自の取り組みを高校側に発信してもよいのではないかと提案しているのである。また、
大学における英語授業では、まず基礎学
力の定着および自信とやる気の回復が重
要であり、こうした点に配慮しながら「英
語嫌い」「英語苦手」で入学してきた大
学生が見事に変容を遂げる授業実践報告
が見受けられるようになったと報告して
いる。このような授業のあり方について
の相互交流を通した高大接続も確かに 1
つのあり方であろう。
　以下の図 1  1 ）は高大連携のイメージ 図 1 　高大連携のイメージ
――――――――――――――――――
 1 ）勝野頼彦（2004）『高大連携とは何か』p.74より
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である。
　図 1は 2つの座標軸により高大連携の現状を整理したものである。縦軸は取組内容、主に、
内容の専門性を重視したものか大学や大学生活の体験を重視したものであるかによる区分であ
る。横軸は取組が行われる場所というよりは、条件面で高校生がどの程度参加しやすいかとい
う度合による区分となる。大学外で行われる取組は、その多くが高校主催のものであり、出前
講義や講演会、大学説明会等がある。大学内における講義、公開講座などはやはり専門性が高
く、どうしても特定の分野の学生を対象とする傾向が強いが、体験入学やオープンキャンパス
は体験重視として多くの高校生の参加を期待したものである。大学側としては、何を重視する
ものかを明確にすることは当然必要となるが、高校・生徒側から見てどのような形で高大接続
のプログラムが用意されることが望ましいかも考えなければならない。したがって、これから
求められる高大接続のあり方とは、勝野（2004）の言及するところの「大学内および大学外の
双方において、専門重視型から体験重視型までのプログラムがバランスよく用意され、かつ、
それぞれの取組の趣旨が明確になっている」状態なのである。
　桜美林大学は2003年春より、高校生に大学の講義に出てもらい、単位を認定することを始め
た先駆的大学である。高松（2016）の言及にあるように、結局のところ高大接続教育は入学生
確保のための道具として用いられるようになっているという側面は確かにある。実際、経営維
持のためには入学者数の確保は優先事項であろう。しかしながら、桜美林大学の取り組みのよ
うに、高大接続の中で居場所作りや友達作りといった本来なら自力で行うべきことすらサポー
トを実施している現状は、それを求める学生の要望があることを無視してはならない。
　四天王寺大学は2015年度より、高大接続の取り組みの 1つとして、人文社会学部国際キャリ
ア学科の大学入学前指導として、高校生に対しての英語リメディアル教育を始めた。しかしな
がら、単に学生が入学するための学力補充だけを目的とするものではなく、そのプロジェクト
に参加するSA大学生によるActive Learningの実践、高校生と大学生同士のつながりや、高校生
と大学の教員とのつながりを構築し、指導を通して関わる中で専門型だけでなく、体験型の指
導をもその目的としている。また、そのような取り組みを通して、高校生のみならず高校側に
も大学側の学生指導の本気ともいえる姿勢を発信することを念頭に置いているのである。
 3 ．　Jump-Start Englishにおけるリメディアル英語教育の実践
　本章では、高大接続の一環として実施した四天王寺大学人文社会学部国際キャリア学科の大
学入学前指導プロジェクト、Jump-Start Englishの取り組みおよび実践内容、そして教材を紹介
する。このプロジェクトは平成27年の10月よりスタートしたプロジェクトであり、主にAO入
試および推薦入試に合格した高校生を対象に無償で英語教育を提供するものである。例年、
AO入試で入学する学生の多くが、英語に対して苦手意識を持っていたり、基礎学力が足りて
いないこともあり、リメディアル英語教育としての位置づけを持った教育である。その開始時
期は第 1期と第 2期と 2つの時期があり、それぞれAO入試の合格者対象、AO・推薦入試合格
者対象となっている。
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－Jump-Start Englishの実施内容－
 1 ．実施講座：入学前教育講座「Jump-Start English」
 2 ．受講場所：四天王寺大学あべのハルカスサテライトキャンパス
 3 ．支援学生： 国際キャリア学科　 2年生（ 5名）、 3年生（ 8名）および 4年生（ 1名）の
有志
 4 ．指導内容：17：00 ～：英文法、18：00 ～：英語コミュニケーション（英語会話）
 5 ．使用教材：担当教員・SA作成のオリジナル教材、市販文法教材等
 6 ．指導対象：国際キャリア学科　第 1期：AO入試合格者（33名），
　　　　　　　　　　　　　　　　第 2期：AO・推薦入試合格者（77名）
 7 ．講座期間：平成27年10月～ 12月（第 1期）、平成28年 1 月～ 3月（第 2期）
　　　　　　　全20回　土曜日　17時～ 19時
第 1 期
No. Date 文　法 Communication
1 10月10日 be動詞と一般動詞 Introductions-the basics
2 10月17日 文の要素と 5文型（1） Asking/giving personal information
3 10月24日  5 文型（2） Talking about likes and dislikes
4 10月31日 基本時制 Talking about preferences
5 11月 7 日 進行形と完了形 Talking about habits and routines
6 11月14日 助動詞 Asking about people routines
7 11月21日 受動態 Describing everyday activities
8 11月28日 不定詞 Asking about future activities
9 12月 5 日 動名詞 Talking about likes and dislikes
10 12月12日 分詞 Talking about preferences
第 2 期
No. Date 文　法 Communication
1  1 月 9 日 主語と動詞 昨日や先週の出来事を話す。
2  1 月16日 形容詞と副詞 休暇についてたずねる。
3  1 月23日 修飾語句 ショッピングに行く。
4  1 月30日 準動詞 服を比べる
5  2 月 6 日 代名詞 性格について話す。
6  2 月13日 比較 人の外見をたずねる。
7  2 月27日 名詞節 外国人に関西をすすめよう。
8  3 月 5 日 仮定法 故郷の魅力をたずねる。
9  3 月12日 関係代名詞 場所の表現を学ぶ。
10  3 月19日 否定 生き方を説明する。
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 3 ． 1 　Jump-Start Englishにおける高校生指導の取組み
　AO入試で大学入試を受験する高校生の多くは、大学に入る学力の差が極めて 2極化する傾
向があるのは周知の事実である。特に、偏差値として上位の位置にない大学や学部学科にはそ
の傾向がある。本学科も残念ながら、その傾向がある。したがって、AO入試で英語の試験を
課さない本学科のようなケースにおいては、学生の英語力は未知数であり、実際にその学生と
関わってみるか学力試験を改めて実施しないと、その英語レベルは明確にならない。Jump-
Start Englishにおける最初の課題は、まず学力層が不明確な学生に対しどのように英語授業を
実施していくか、そしてどのような教材を使用するかであった。次に、英語を勉強したい気持
ちがあるが、清田（2010）において触れているような英語学習に否定的な感情を持っていたり、
自信がない学生に対して自律的な学習を行うようにどのように動機づけするのかである。以下
に、今回の指導で行った取り組みを紹介していく。
 3 ． 1 ． 1 　SA学生が高校生を指導するPeer Support
　牧野（2013）は、リメディアル学生の自己効力感を高めるために「学生が「これまでの英語
授業と異なる」と感じる授業作りを行うことにより、学生の英語学習に対する自己効力感を高
め、英語に好感を持たせること」が必要との見解を示している。牧野（2012）の研究では、学
生間の協同学習を実施し、英語学習を楽しい活動と捉えるような方策を紹介しているが、その
方策のキーワードとして、「英語授業に意外性を持たせる」ということを挙げている。
　今回紹介するJump-Start Englishは以下の点において、「意外性があり」、そして「これまでの
英語授業とは異なる」と言える。
　　①授業者は年齢的に 2， 3歳上の大学生の先輩（SA）である。
　　②英文法は日本語であるが、英語コミュニケーションの授業はAll Englishで授業を実施す
る。
　　③全く知らない他校の生徒がクラスメイトであり、来年度より一緒に授業を受けることが
前提である。
　　④強制されておらず、あくまで自主的に参加している。
　　⑤質問はいつでも可能であり、また自分のレベルに合わせた教材選択もできる。
　まず、授業者が大学の教員ではないことに、多くの高校生は驚きを示していた。個人指導の
ケースではそう珍しいことではないが、授業形式で集団指導となると学校や学科プロジェクト
規模で行うのはそれほど多くはない。というのも、実際にそれを実施するだけの学生側の準備
及び、教員の指導が必要であることは当然であり、学生と教員の両方にそれだけの覚悟が必要
だからである。
　そして、英文法に関しては中学・高校の基本的な内容から入り大学レベルの内容にも生徒の
様子を見ながら、少しずつ触れていく。単なる中学・高校の英文法の焼き直しだけでは退屈す
る生徒が出てくるためである。また、その指導の中で適時レベルを多様化した練習問題を課し
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て、高校生のレベルを判別していくのである。そして、英語コミュニケーションの授業はSA
大学生がAll Englishで指導する。 1つの授業を 3人一組で実施してくが、一人当たり20分程度
の活動進行や指示を英語で行うのである。指導教員にはネイティブ英語教員がついているが、
相当の授業準備と訓練が必要となる。高校の英語の授業においても先生が殆ど日本語で教えて
いることに慣れている生徒たちは、かなりの驚きをもって授業に参加するとともに、回数を経
てますます上達する先輩の姿に自分たちの目指すべきモデル大学生として意識し始めるのであ
る。
　次に、Jump-Start Englishの授業のクラスメイトはAO入試や推薦入試で合格した高校生が対
象であるので、参加メンバーは当然お互いのことを知らない者同士である。しかしながら、来
年入学する予定であることはわかっており、授業内の協同学習や授業時間外の関わりの中で新
しい人間関係、友人関係を作ることができる有意義な時間を持つことができ、大学入学前の不
安を解消することができるのである。
　そして、注目すべき点としてJump-Start Englishの参加は強制されていないことがある。あく
まで参加は任意である。したがって、参加者全員が自らの意志で勉強しようと思って参加して
いる。大学入学に高校生は様々な目的を持ってたくさんの期待をしていると考えられるが、自
分の自己実現のために、そして時には今までの自分を変えたいという思いで真剣に参加してい
る学生が殆どである。しかしながら、高校生の中には、授業内容にがっかりして参加しなくな
る生徒も当然いる。それ故に、一回一回の授業がSA大学生と高校生との真剣勝負になるので
ある。
　授業スタイルは基本的に集団授業であるが、SA大学生は授業者以外も控えており、いつで
も質問に答え、その内容に応じて個人指導ができる体制を整えている。一般的に授業というの
はやはり教師主導が多く、生徒が質問するタイミングも教師がコントロールするケースが多い
が、目的を持ってきている高校生の疑問に答えるためにはそのような特別性も必要であろう。
また、生徒に合わせた教材選択については、後に説明するが生徒の状況に合わせた学習スタイ
ルの選択機会を設け、できるだけ学習しやすい環境を設定した。
 3 ． 1 ． 2 　第 1 期から第 2 期の接続について
　Jump-Start Englishの対象は第 1期がAO入試合格者であるのに対し、第 2期はAO入試合格者
と推薦入試合格者と対象の人数が大きく増加する。また、それと同時に参加する学生の英語レ
ベルにばらつきが生まれるであろうことを考慮し、第 2期開始の第 1回目の授業日にPlacement 
Testのための学力試験を実施した。試験に利用したのは市販のTOEIC Bridge問題集付属の模擬
試験である。試験は、Listening50点、Reading50点、計100点である。この問題集を利用したのは、
学生の英語力が低いため、特定の英検問題は利用しずらいということ、そしてTOEIC模擬試験
では難易度が高すぎる為である。したがって、第 2期は 2時間の授業時間の内、最初の 1時間
の文法時間は 2クラス展開で実施し、その後英語コミュニケーションのクラスでは合体し、で
きるだけ盛り上がるように大人数のクラスで実施することにした。以下が、その簡単な流れで
ある。
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　文法クラスはTOEIC Bridge模擬試験問題の結果をもとに、上級クラスと初級クラスに分けた。
TOEIC Bridgeを英検換算した結果として、英検 3級以上のレベルの学生が英語力上級クラスに
なっており、 4級以下のレベルの学生は英語力初級のクラスに編成されている。もちろん、上
位の学生には英検準 2級などを取得している学生もいたが、そのような学生も含めての上級ク
ラス編成になっている。
 3 ． 1 ． 3 　集団指導と個人指導の習熟度別並行指導
　すでに言及しているように、第 2期より文法クラスはPlacement Testの結果に基づいて、 2ク
ラス展開している。英語力上級クラスは第 1期同様に集団授業を行うが、英語力初級クラスに
関しては、集団授業では各生徒の苦手な部分の質問対応が進まないこともあり、基礎的な中学
3年生レベルの中学総復習の英文法プリントを利用し、各自のペースで個人学習を実施した。
また、それだけでは学生のモチベーションの向上や意欲が中々上がらないことを考慮し、SA
学生が独自に英文法、英単語の定着活動を導入し、時間帯を区切って個人学習と全体での定着
活動のメリハリをつけた指導を行った。個人学習は、高校生のペースに基づいて学習ペースを
決めることができることもあり、またレベル的にも英語が苦手な学生の理解できる範囲から学
習していることもあり、集中して取り組んでいたようである。上級クラスでは集団授業として、
高校の基本的な英文法に加え、大学生として学ぶレベルの内容にも少し触れた大学基礎英文法
の先取り学習を取り入れている。
　また、上級クラスの学生も取り扱う文法項目によっては、個人学習のクラスのプリントを学
習することを希望することもあった。
 3 ． 2 　Jump-Start Englishの指導内容
 3 ． 2 ． 1 　英語リメディアルとして英文法と大学のPre-英語コミュニケーション
　まず、文法であるが取り扱う文法項目はすでに紹介しているのでここでは詳しい説明は割愛
する。重要とされる基本的な文法項目に加え、修飾語句や否定など高校の授業の中では、それ
単体ではあまり扱われることのない内容の文法項目を扱うことで様々な英語の表現を同時に紹
介することもでき、英語への興味関心を引く出すことにも取り組んだ。授業の進め方自体は中
＜17：00～18：00＞　 2教室使用、 2クラス展開編成
＜18：00～19：00＞　　　　　　　　　 1教室使用
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学校・高校で扱う内容を主に取り扱い、例文を使いながら説明していく教師中心の授業スタイ
ルである。説明だけでなく、SA大学生と高校生とのインタラクションを通して高校生の理解
を確認して進めていくのが基本である。一度学習している内容でもあり、新しいものではない
ので、彼らの理解と確認を常に意識することが大切である。問題演習を知識理解のためにでき
るだけ実施し、時に宿題として課題を準備することも行った。SA大学生の中には、語彙指導
を合わせて実施したいと主張する学生もいたが時間的な問題や、高校生の学習容量を考えると
この時間で実施するのは無理であると判断した。しかしながら、代わりに、英語コミュニケー
ションの授業の中で、復習としてコミュニケーション活動語彙の定着テストを毎時間実施する
ようにはしている。
　英語コミュニケーションクラスでは、可動テーブルを利用することで毎度必ずグループ形式
の席配置をし、協同学習やコミュニケーション活動を円滑に実施できるように試みた。また、
第 2期以降では、初級クラスと上級クラスの学生が毎回同じグループ席になるように設定し、
できるだけ同じグループや仲良しグループに偏らないよう工夫するとともに、できるだけ多く
の高校生がみなと顔合わせできるように取り組んだ。SA大学生はAll Englishで授業を実施する
が、使用するクラスルーム英語を始め最初は少し手間取っているが、回数を重ねて緊張がほぐ
れていくうちに使う英語や話し方もどんどん流暢になっていく。英語を使って授業を実施する
ことに対しての困難さを感じることはもちろんである。加えて、普段の大学のネイティブ英語
の授業で使う英語とは異なる英語を高校生に合わせて使用することに苦労する。しかしながら、
このようにSA大学生が使う英語をどんどん言い換えてクラスルーム英語を上達させる様子を
高校生が見ながら、彼ら自身もその英語に適応していく過程も大学入学してからのネイティブ
英語授業に適応するための先行準備となるのである。授業内容としては、身近な英語表現から、
地域の紹介、道案内等比較的に易しいものを中心に実施するとともに、その活動としては授業
開始のWarming Up活動から、語彙発音練習、文法定着活動、頻出表現練習、そして自己表現
活動等、大学の授業においても実施している英語コミュニケーションの基礎的事項を取り入れ
ている。
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 3 ． 2 ． 2 教材の紹介
＜文法教材：上級クラス＞
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＜文法教材：初級クラス＞
『英語の基礎基本ドリル 3年』正進社より　
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＜英語コミュニケーション教材 1 ＞
Oxford Univ Pr（Sd）, Smart Choice    より　1
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＜英語コミュニケーション教材 2 ＞
－　 －69
大学入学前教育における英語リメディアル教育実践に関する一考察
＜語彙指導ハンドアウト＞
 4 ．　Jump-Start Englishの実践の結果及び課題
 4 ． 1 　英語力の変化
　本研究では、学生の英語力の伸びを検証するために、第 2期の初めにPlacement Testや学生の
英語力の把握のために実施したTOEIC Bridgeの模擬試験と、その後 4月に高校生が入学した後
に実施した同じ問題集のTOEIC Bridgeの別模擬試験を実施した。同じ試験ではないが、同じ問
題集の模擬試験であり、レベルとしてそれほど差が無いように思われる。 2回目の試験では、
1回目のPlacement Testとして実施した学生全員が受けたわけではないので、データとしてはあ
くまで両方とも参加した学生15名を母数とする。先ず、学生の英語力の変化を表 1に示す。
Listening, Readingともに伸びが見られたので、 5％水準のt検定により試験結果を分析した。結
果は、表 2の通りであり、学生の英語力は有意に向上していることが分かる。
Listening Reading
 1 　月 29.9 27.5
 4 　月 32.9 29.1
表 1　英語力の変化   n=15
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 4 ． 2 　高校生の出席状況
　第 1期の延べ人数は108人、第 2期は204名である。参加人数の実数としては、第 1期が25名、
第 2期が35名である。 1期と 2期で、55名ほどの学生が今回にJump-Start Englishに参加してい
る。第 1期の出席状況を見ると、開始から 3週間後にかなり人数が落ち込むが、次週には少し
回復し、その後大学入学前ガイダンスがあったため、大学で実施した第 8回にまた参加人数が
落ち込むものの、およそ10名前後で推移している。AO入試合格者が33名であるので、およそ
3割ほどの定期参加率である。毎回のように参加した10名前後のメンバーは参加ごとに授業の
理解度も深まり、出るほどに楽しくなると話す生徒もいておおむね好評であったが、一度減っ
た人数の回復は見込めなかった。
　第 2期では、始まりこそは30名と予想通りの人数が集まったが、 2月になり高校が春休みに
なるにつれて参加人数は減少。およそ20名前後で推移している。やはり、参加が任意であり、
強制ではないことと、無償の授業であるとはいえ、単位が出る等の報酬が無いことに学生の動
機づけをつなぐことの困難さがあったと言える。しかしながら、第 1回目の授業の際に
Placement Testとして実施したTOEIC Bridge模擬試験を通して現状の英語力を把握し、目標を今
一度設定する生徒はかなり存在しており、毎回必ず参加ではなくとも隔週参加であるとか何ら
かの形で英語と触れ合おうとする生徒の様子は感じられた。やはり、自分の英語力と将来の目
標との差、そしてそのための英語学習という視点を大学との関わりの中で持つことが容易で
あったと思われる。
平均値 標準偏差 t　値 p
Listening 3.066　 5.449　 -3.119　 -0.007**
Reading 1.600　 4.014　 -2.508　 .025*　
合　計 4.666　 5.972　 -3.674　 .002**
表 2　英語力の伸び　t検定   n=15
*p<0.05,  **p<0.01
第 2 期
No. Date 人数
1  1 月 9 日 30
2  1 月16日 22
3  1 月23日 24
4  1 月30日 20
5  2 月 6 日 21
6  2 月13日 23
7  2 月27日 17
8  3 月 5 日 13
9  3 月12日 16
10  3 月19日 18
第 1 期
No. Date 人数
1 10月10日 18
2 10月17日 15
3 10月24日 12
4 10月31日 6
5 11月 7 日 11
6 11月14日 10
7 11月21日 12
8 11月28日 6
9 12月 5 日 8
10 12月12日 10
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 4 ． 3 　大学入学後アンケート意識結果
　Jump-Start Englishの取り組みが、参加した学生にとって有意義なものであったかを調べるた
めに、入学後集まることの可能な 1年生15名に筆者が作成した意識アンケートを実施した。
　まず、参加して良かったかについての項目は参加した15名全員が良かったと答えた。参加回
数であったが、全20回の取り組みで平均10回。およそ半分程度の参加平均であったが、もちろ
ん第 2期からの参加の学生もおり、その数にはばらつきがある。個人指導と集団授業のどちら
を好むかの項目はそれぞれ半数が回答されていたことから、集団授業だから、個人指導だから
どうだといった意見は見られなかった。むしろ、指導に関わる指導者の関わり方を重視してい
るようである。
　次に、Jump-Start Englishに参加して良かった点として、以下のような意見が挙げられた。
　この意識アンケートの結果から参加した学生からは、英語力の向上の実感は大きくはないも
のの感じているようである。また、先輩との縦のつながり、同級生との横のつながりができた
ことに満足している学生は非常に多く存在し、このコメントは全ての学生が記述していた。ま
た、SA大学生の授業を受けて自分もそうなりたいと書いている学生も数人存在しており、彼
らもJump-Start EnglishにSA大学生として今度は参加したいとの気持ちを持っているようであ
る。先輩SAを自分の大学生としてのモデルとして英語を頑張ろうと感じた学生も一定数存在
しており、教員の指導では得られない、特別な効果をもたらしたと言える。
 5 ．　終わりに
　大学の変革はまだまだその勢いが衰える見込みはない。それどころか、第 4次産業革命の時
代と言われる現代では、大学をはじめとした教育現場にはこれからの若者を教育し、導く責任
がますます肩にのしかかってくる。各大学は、減少する学生人数が加速すると同時に、この先
・ 大学に入学する前に、英語の文法やコミュニケーションの基本的な復習ができ、
大学の授業についていく上で、少し自信がついた。
・ 先輩と仲良くなることができて、大学に行くのが楽しい。
・ 大学入学前から友人ができたので、大学入学時の不安がかなり解消された。
・ 大学前から新しい友達との交流ができ、将来の事とかいろいろ考えることがで
きた。
・ 英語で行われる授業が思った以上に楽しかった。
・ 先輩ＳＡの雰囲気がとても良かった。とても優しかった。
・ 集団授業と個人指導の両方があって良かった。
・ 先輩の授業はそれぞれ個性が出ていたので、楽しかった。
・ 一回目に参加した時はどうなるかと思ったが、行くにつれて楽しくなった。
・ とても英語の上手な先輩を見て、私もなりたいと思った。
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に求められる教育を模索し、そしてそれを学生に還元し、そのうえで新たなる入学生をリクルー
トしていかなければならないのである。したがって、高大接続の狭間において学生獲得に関わ
る取り組みに関する研究や、学生のニーズを調査しながらその需要に則って行う教育研究とい
うものはこの先ますます必要とされるであろう。
　本研究では、高大接続の一環として四天王寺大学人文社会学部国際キャリア学科が平成27年
10月から実施した大学入学前教育としてのリメディアル教育の取り組みを紹介し、その結果を
分析することで今後求められる高大接続の在り方についての 1つの提案を行った。
　第 1章では、リメディアル教育と高大接続の目的と関係性について説明した。高松（2016）
が高大接続の取り組みの中で提案した「学びの転換」とはまさに、リメディアル教育の目的と
一致するものであり、リメディアル教育と高大接続は理想的な共存の関係にあると言える。第
2章では、大学から発信する高大接続の在り方について言及した。鈴木・井村他（2016）らは、
大学からの授業研究が進んでいる現在こそ、大学からの教育や授業実践の発信を高大接続とし
て行うべきだと言及しているが、学生確保という側面がありつつも桜美林大学の取り組みのよ
うに、単位認定される講義の参加のような学生のニーズにそった取り組みは必要となってくる
であろう。加えて、勝野（2004）が言及するように、「大学内および大学外の双方において、
専門重視型から体験重視型までのプログラムがバランスよく用意され、かつ、それぞれの取組
の趣旨が明確になっている」在り方こそ、今後求められる高大接続であろう。
　第 3章では、Jump-Start Englishの実施の取り組みについて教材とともに紹介し、第 4章では
英語力の変化、参加学生人数の推移や、高校生の大学入学後の意識調査についての結果を分析
した。英語力の変化については、Listening、Readingともに学生の英語力は有意に向上してい
ることが分かった。また、学生参加人数の推移に関しては、定期的に参加した学生の人数は最
終的には参加対象数の 3割程度にとどまっていた。学生の入学後に調べた意識調査では、協力
してくれた15名の学生はJump-Start Englishに参加したことにより、英語力の向上、縦と横の人
間関係の構築、大学生活における目標の設定、大学の英語授業への準備等様々な成果を得られ
たと答えた。
　今回の研究では、Jump-Start Englishのリメディアル英語教育や高大接続としての取り組みを
紹介するとともに、高大接続の 1つの在り方について実践結果について報告した。日本の多く
の大学が学生の確保に苦労していると同時に、その確保した学生の教育にも多大な苦労を強い
られている。今回の取り組みのように高校生を指導するSA学生とそして指導された高校生も
その関わりを通して様々な効果を得られる教育実践は今後の大学の教育の在り方として極めて
有益であろう。しかし、まだまだ参加する高校生の数は多くはない。今後はその数を増やすた
めの新たなる方策に挑戦していく次第である。
　――――――――――――――――――
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